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― サンプル ― 



  

日
本
人
は
、
自
然
を
美
し
い
も
の
と
見
る
。
「
花
」
「
月
」
「
雪
」
「
花
」 
 

 

は
ど
こ
の
国
の
人
で
も
美
し
い
と
見
え
る
が
、

「
月
」
は
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
「
雪
」
に
つ
い
て
は
Ａ
夏
目
漱
石
の
『
文
学
論
』
の
中
に
、
雪
見
の
こ
と
を
言

っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
に
笑
わ
れ
た
と
い
う
話
が
載
っ
て
い
る
。
玉
村
文
郎
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
は
「
雪
」
か
ら
ま
ず
ス
キ
ー
を
連

想
す
る
そ
う
だ
。
日
本
で
も
若
い
人
の
中
に
は
そ
う
い
う
傾
向
も
出
て
来
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
筆
者
な
ど
は
ａ
戸
外
に
音
も
な
く
無
心

に
い
つ
ま
で
も
降
っ
て
く
る
姿
、
あ
る
い
は
、
広
い
野
原
に
真
白
に
や
わ
ら
か
く
降
り
つ
も
っ
た
雪
が
、
ま
ず
目
に
浮
か
ぶ
。
「
雪
あ
か

り
」
「
雪
晴
れ
」
、
あ
る
い
は
「
新
雪
」
「
さ
さ
め
雪
」
と
い
っ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
雪
に
関
す
る
単
語
は
、
そ
う
い
う
日
本
人
の
間

か
ら
、
自
然
に
次
々
と
生
ま
れ
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
日
本
人
は
、
湧
い
て
流
れ
る
水
を
喜
び
、
し
め
や
か
に
降
る
雨
を
好
み
、
草
む
ら
に
す
だ
く
秋
の
虫
の
声
を
愛
し
、
海
岸
の
松

の

梢
こ
ず
え

を
吹
き
渡
る
風
の
音
を
愛 め

で
る
。 

日
本
人
は
、
自
然
に
近
い
も
の
を
美
し
い
と
考
え
る
。
日
本
の
柱
で
も
雨
戸
で
も
タ
タ
ミ
で
も
ほ
う
き
で
も
、
い
ず
れ
も
自
然
の
ま
ま

の
ア
生
地
を
１
ロ
シ
ュ
ツ
し
て
い
る
。
貴
族
の
庭
園
に
は
自
然
の
川
が
流
れ
入
り
、
軒
先
に
は
遠
く
の
山
の
景
色
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
天

井
に
は
農
家
の
ス
ス
ダ
ケ
が
用
い
ら
れ
る
。
焼
け
る
前
の
法
隆
寺
の
金
堂
の
柱
に
は
、
一
三
○
○
年
前
の
ヒ
ノ
キ
が
付
い
て
お
り
、
そ
の

と
び
ら
は
一
枚
の
ヒ
ノ
キ
の
板
で
あ
っ
た
。 

尺
八
な
ど
と
い
う
邦
楽
器
は
、
一
本
の
竹
の
根
本
の
と
こ
ろ
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
孔
を
あ
け
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
外
国
人
は
あ
の

楽
器
の
微
妙
な
演
奏
を
聞
い
て
か
ら
尺
八
を
手
に
と
っ
て
の
ぞ
き
、
「
中
に
何
モ
入
ッ
テ
イ
ナ
イ
」
と
目
を
ま
る
く
す
る
。
Ｂ
・
タ
ウ
ト

の
言
う
と
お
り
「
日
本
人
は
最
も
自
然
を
ｂ
愛
好
す
る
民
族
」
で
あ
る
。
自
然
を
表
わ
す
イ
語
彙
を
美
し
い
と
感
じ
る
気
持
も
こ
れ
に
つ

な
が
る
。 

兼
好
は
『
ウ
徒
然
草
』
の
中
で
「
す
べ
て
何
も
皆
事
の

調
と
と
の

ほ
り
た
る
は
あ
し
き
こ
と
な
り
」
と
断
定
し
、
御
所
の
造
営
に
不
完
全
な
点

を
残
し
て
お
く
や
り
方
を 

 

Ｘ 
 

。
日
本
の
茶
器
で
は
、
機
械
を
使
わ
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
る
ユ
ガ
ミ
や
、
陶
工
ｄ
の．
太
い
指
ｅ
の．

あ
と
ｆ
の．
つ
い
た
ｇ
の．
を
Ｂ
賞
玩
す
る
。
こ
れ
ら
も
自
然
に
近
い
も
の
を
あ
こ
が
れ
る
気
持
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
。
日
本
の
芸
術
は
、
こ

一 

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 



の
意
味
で
は
今
村
太
平
の
指
摘
の
よ
う
に
「
ｃ
貧
困
を
美
化
し
た
」
芸
術
か
も
し
れ
な
い
。
「
貧
困
」
と
い
か
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と

も
質
素
と
は
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
日
本
文
化
の
性
質
は
、
外
国
語
に
訳
し
に
く
い
、
美
を
表
わ
す
い
く
つ
か
の
日
本
語
を

生
ん
だ
。 

サ
ビ
・
ワ
ビ
・
イ
キ
・
シ
ブ
イ
・
風
流
な
ど
、
い
ず
れ
も
２
ホ
ン
ヤ
ク
不
能
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

漱
石
の
『
文
学
論
』
の
中
に
、
漱
石

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
広
大
な
屋
敷
に
逗
留
し
、
た
ま
た
ま
あ
る
日
主
人
と
果
樹
園
を
散
歩
し
た
と
こ
ろ
が
、
小
径
が
き
れ
い
に
コ
ケ

む
し
て
、
久
々
に
日
本
へ
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
漱
石
、
大
い
に
喜
び
「
時
代
が
つ
い
て
結
構
で
す
な
」
と
ほ
め
た
と
こ
ろ
、
主
人

は
顔
を
し
か
め
て
、
「
い
や
、
き
た
な
ら
し
く
て
仕
方
が
な
い
か
ら
、
近
々
に
園
丁
に
申
し
付
け
て
、
こ
の
カ
ビ
は
み
な
か
き
払
う
つ
も

り
で
す
」
と
答
え
た

と
い
う
話
が
出
て
い
る
。
Ｃ
そ
う
い
う
見
方
を
す
る
国
民
の
間
に
は
、
と
う
て
い
Ｄ
こ
う
い
う
語
彙
は
生
ま
れ

る
は
ず
は
な
い
。 

（
金
田
一
春
彦
『
日
本
語 

新
版
（
上
）
』
よ
り
） 
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続
き
は
、
入
試
問
題
事
例
集
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
・
・ 

 （
注
）
解
答
に
字
数
指
定
が
あ
る
場
合
は
、
句
読
点
や
括
弧
な
ど
の
記
号
も
一
字
と
数
え
る
。 

 

問
一 

二
重
傍
線
部
１
～
４
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
記
し
な
さ
い
。
た
だ
し
４
は
漢
字
と
送
り
仮
名
と
す
る
。 

 問
二 

二
重
傍
線
部
ア
～
エ
の
漢
字
の
読
み
を
記
し
な
さ
い
。 

 問
三 

波
線
部
ａ
～
ｃ
の
語
の
対
義
語
を
漢
字
で
記
し
な
さ
い
。 

 



問
四 

傍
線
部
Ａ
の
作
家
の
代
表
的
な
著
作
を
、
本
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
で
二
つ
あ
げ
な
さ
い
。 

 

問
五 

 
 

Ｘ 
 

に
入
る
最
も
適
切
な
語
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

① 

さ
げ
す
ん
だ 

 

② 

た
た
え
た 

③ 
く
や
ん
だ 

 

問
六 

傍
線
部
Ｂ
の
意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

① 

功
績
に
対
し
て
賞
を
与
え
る 

② 

お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
扱
う 

③ 

美
し
さ
を
味
わ
い
ほ
め
る 

 
 問

七 

傍
点
部
ｄ
～
ｇ
の
四
つ
の
格
助
詞
「
の
」
の
う
ち
、
傍
点
部
ｈ
の
「
の
」
と
同
様
の
働
き
を
持
つ
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え 

な
さ
い
。 

 

問
八 

傍
線
部
Ｃ
と
は
ど
う
い
う
見
方
か
。
三
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 
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き
は
、
入
試
問
題
事
例
集
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
・
・
・
・
・ 

 



 

― サンプル ― 



解答はすべて解答用紙に書きなさい。  

 

Part I. 次の文（1〜10）の空欄に入れるのに最も適切なものを、それぞれ下の

a〜d の中から１つ選び、その記号を◯で囲みなさい。 

 

1. The company made a good (     ) from their business last year.  

a. debt        b. profit         c. cost         d. salary 

 

2. When you come home, wash your hands as soon as you (     ) your shoes.  

a. put off      b. turn off       c. take off       d. call off 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 

Part II. 次の文（11〜18）の空欄に入れるのに最も適切なものを、それぞれ下

の a～d の中から１つ選び、その記号を◯で囲みなさい。 

 

11. If you had a calculator, you could (     ) this out a lot quicker. 

a. have worked     b. work      c. worked     d. have been worked 

 

12. Jeff wanted to buy a new smartphone, but he didn’t have (     ) money.  

   a. no           b. enough          c. few          d. little 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 

Part III. 次の対話（19〜21）の空欄に入れるのに最も適切なものを、それぞれ下

の a～d の中から１つ選び、その記号を◯で囲みなさい。 

 

19. A: Are you ready to order, sir? 

B: Oh…(                  ) 

A: Sure. Take your time. I’ll be back later. 

B: Thanks. 



a. What do you suggest?                  

b. What’s today’s special? 

c. Can you give me a few more minutes?   

d. Can I get grilled steak with mashed potato? 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 

Part IV. 次の文章を読んで、日本語で書かれた 22～25 の質問に英語で答えな

さい。 

Our school starts in April. However, there is an opinion that Japanese 

academic year should start in September. 

The supporters of September admission think this system is good if you go 

abroad to study. Most English-speaking countries start their academic year in 

September. If you plan to study abroad, you have to wait for five months to 

start a new academic year. And when you come back to Japan, you may not be 

able to join your old classmates. 

The opponents of this idea think that the tradition of April admission is 

deeply rooted in Japanese society. It will be hard to change this system. If we 

change this system, we have to change the whole system in companies and 

governmental offices.  

If Japan wants to be international, September admission is better, but it’s 

quite hard to practice it. 

出典：石谷由美子著 (2019). Skills for Better Writing 〈Basic〉東京：株式会社 南雲堂刊, p. 46（設問のため一部改稿） 

（注）governmental offices: 官公庁 academic year: 学年 (度) 

 

22. ９月入学への制度変更はどのような場合に利点があると賛成派の人たちは

考えていますか。 

答：                                                                   

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・続きは、入試問題事例集ダウンロードよりご覧いただけます・・・・・・ 

 



 

 

 

 

 


